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１　

歴
史
学
の
営
み

　

歴
史
学
の
学
問
的
営
為
は
、
二
つ
の
基
本
的
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
事
実
の
確
定
、
歴
史
像
を
構
成
す
る
た
め
歴
史
を
学
ぶ

者
（
な
い
し
は
歴
史
研
究
者
）
が
主
体
的
に
選
び
取
っ
た
事
実
が
、
私
た
ち
の
周
囲
に
存
在
す
る
無
数
の
事
実
の
な
か
か
ら
、
歴
史
像
を
構

成
す
る
た
め
の
事
実
と
し
て
対
自
化
さ
れ
、
主
体
的
に
選
び
取
ら
れ
る
時
、
そ
れ
は
歴
史
的
事
実
＝
史
実
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
そ
れ
を

確
定
す
る
と
い
う
営
み
で
あ
る
（
①
）。
い
ま
一
つ
の
柱
が
、
個
々
の
史
実
を
相
互
に
関
連
付
け
な
が
ら
、
一
つ
の
有
意
な
歴
史
像
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
（
②
）。

　

こ
の
選
び
取
り
の
営
み
に
は
、
ど
う
し
て
も
研
究
主
体
の
側
の
歴
史
観
が
反
映
さ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
逆
に
、
そ
の
こ
と
が
、
描
き
出
さ

れ
る
歴
史
像
が
更
新
さ
れ
続
け
て
い
く
前
提
と
も
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
時
代
が
求
め
る
新
鮮
な
歴
史
像
を
提
供
す
る
こ
と
に
歴

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
隈
に
手
紙
を
寄
せ
た
人
び
と
│
│
大
隈
重
信
へ
の
ま
な
ざ
し
」〕

史
料
を
読
む

│
│ 

大
隈
重
信
宛
書
翰
の
翻
刻
・
校
訂
作
業
を
手
掛
か
り
に 

│
│

大　

庭　

邦　

彦
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史
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
こ
の
二
つ
の
柱
の
う
ち
、
あ
く
ま
で
①
が
前
提
条
件
で
あ
っ
て
、
①
の
要
件
が
成
立
し
な
い
限
り
、
②
は
成
立
し
え
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

①
の
要
件
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
材
料
が
、
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
で
は
、
金
石
文
・
文
献
・
古
文
書
に
代
表
さ
れ
る
文
字

史
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
遺
跡
、
遺
物
、
絵
画
、
写
真
、
映
像
、
さ
ら
に
は
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
を
駆
使
し
て
歴
史
を
復
元
す
る
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
に
至
る
ま
で
、
史
料
が
広
範
か
つ
多
様
な
形
で
存
在
す
る
こ
と
が
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

し
か
し
、
材
料
が
常
に
事
実
を
語
る
と
は
限
ら
な
い
。
無
数
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
が
、
史
料
と
と
ら
え
ら
れ
る
に
は
、
主
体

的
に
史
料
に
働
き
か
け
る
営
為
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
歩
踏
込
ん
で
い
え
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
史
料
は
は
じ
め
て
応
え
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

史
料
が
何
を
語
る
か
？
史
料
を
通
じ
て
史
実
を
客
観
的
に
確
定
し
て
い
く
作
業
、
そ
の
作
業
が
史
料
批
判
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
点

の
史
料
か
ら
、
ど
れ
だ
け
豊
か
な
史
実
を
引
出
す
こ
と
が
出
来
る
か
、
こ
こ
で
は
、
史
料
批
判
の
技
術
的
巧
拙
に
止
ま
ら
な
い
、
歴
史
研

究
者
と
し
て
の
才
幹
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

書
翰
を
史
料
と
し
て
読
む

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
隈
重
信
宛
書
翰
は
、
こ
の
た
び
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
完
結
を
迎
え
た
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
全
一
一
巻
・
二

〇
〇
四
〜
二
〇
一
五
年
、
み
す
ず
書
房
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
書
翰
で
あ
る
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
早
稲
田

大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
が
所
蔵
す
る
、
大
隈
重
信
に
寄
せ
ら
れ
た
書
翰
を
解
読
、
翻
刻
し
た
史
料
集
で
あ
る
。
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挨
拶
状
・
礼
状
な
ど
形
式
的
な
書
状
を
除
い
た
日
本
人
和
文
書
翰
、
約
七
四
〇
〇
通
か
ら
な
る
。

　

書
翰
は
、
日
常
的
な
意
思
伝
達
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
差
出
し
・
受
取
り
双
方
が
事
前
に
了
解
し
て
い
る
事
実
が
前
提
に
な
っ
て

や
り
取
り
さ
れ
て
お
り
、
通
常
、
了
解
事
項
に
つ
い
て
は
文
面
に
は
具
体
的
に
記
述
さ
れ
ず
、
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に

日
常
的
な
意
思
伝
達
手
段
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
逆
に
一
通
に
盛
り
込
ま
れ
る
情
報
量
も
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
記
さ
れ
て
い
る
文
字
の
く
ず
し
だ
け
で
な
く
、
内
容
的
に
も
書
翰
の
読
み
取
り
は
結
構
難
し
い
。
そ
れ
故
書
翰
の
内
容
を
理
解
し
、

歴
史
を
復
元
す
る
史
料
と
し
て
使
う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
往
翰
・
来
翰
を
問
わ
ず
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
書
翰
を
収
集
し
、
個
々
の
書

翰
で
は
分
ら
な
い
未
知
の
情
報
を
埋
め
る
作
業
が
第
一
歩
と
な
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
う
し
た
作
業
の
み
で
史
実
の
全
貌
を
伺
う
に
た
る
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
幸
運
で
も
な
い
限
り
、
な
か

な
か
困
難
だ
ろ
う
。
当
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
も
大
隈
に
宛
て
ら
れ
た
来
翰
の
み
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大

隈
の
返
翰
は
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
大
隈
へ
の
來
翰
の
み
で
、
約
七
四
〇
〇
通
も
残
さ
れ
て
き
た
の
は
、
子
孫
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
者
や
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
諸
機
関
の
継
続
的
な
努
力
の
賜
物
に
他
な
ら
な
い
。

　

文
書
（
文
字
史
料
）
の
場
合
、
常
に
作
成
さ
れ
る
目
的
や
意
図
が
存
在
す
る
。
書
翰
も
そ
の
点
で
は
同
様
で
あ
り
、
い
つ
、
だ
れ
が
、

だ
れ
に
、
何
の
た
め
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
記
し
た
の
か
、
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
翰
中
に
そ
う
し
た
内
容
が
具
体

的
に
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
点
か
ら
種
々
の
事
実
を
明
ら
か
に
出
来
、
史
実
と
し
て
確
定
で
き
る
事
柄
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
書
翰
に
そ
う
し
た
内
容
が
常
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
差
出
人
・
受
取
人
に
と
っ
て
、
既
知
の
情
報
は
省

略
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
書
翰
に
は
書
き
込
ま
れ
な
い
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
場
合
最
初
に
何
に
着
目
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
差
出
人
・
受
取
人
の
氏
名
、
住
所
（
差
出
し
場
所
・
受
取
り
場
所
）、
書
き
手
、
受
取
り
手
が
就
い
て
い
る
役
職
や
地
位
、

さ
ら
に
は
両
者
の
関
係
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
ろ
う
。
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今
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
差
出
人
が
既
知
の
人
物
な
い
し
は
著
名
な
人
物
の
場
合
、
当
該
書
翰
の
年
代
推
定

は
、
差
出
人
の
名
前
・
居
所
、
ま
た
は
そ
の
時
就
任
し
て
い
る
役
職
な
ど
が
そ
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
書
翰
内
容

の
検
討
に
す
す
む
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
、
差
出
人
が
未
知
の
人
物
の
場
合
は
、
ま
ず
そ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
、
そ
れ
を

特
定
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
う
え
で
、
年
代
推
定
↓
内
容
の
検
討
に
す
す
む
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
は
人
物
（
差
出
人
・

受
取
人
）
の
特
定
が
、
年
代
推
定
や
内
容
を
検
討
す
る
う
え
で
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
書
翰
の
読
解

に
は
、「
形
式
か
ら
読
み
取
る
」
姿
勢
と
「
内
容
か
ら
読
み
取
る
」
姿
勢
と
い
う
双
方
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
同
時
並
行
的
か
つ
相
互

互
換
的
に
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
柄
を
前
提
に
、
具
体
的
な
書
翰
の
検
討
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

３　

年
代
推
定
作
業
の
諸
事
例

　

年
代
を
絞
り
込
む
場
合
、
一
般
に
差
出
人
・
受
取
人
、
年
月
日
（
一
般
に
は
月
日
は
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
年
代
に
つ
い
て

は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
本
文
中
に
記
述
さ
れ
る
時
候
の
挨
拶
文
や
文
面
中
に
年
代
を
特
定
で
き
る
重
要
な
情
報

が
隠
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
）、
文
面
に
登
場
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
、
具
体
的
に
は
、
①
文
面
に
登
場
す
る
出
来
事
や
事
柄
、
②
登
場
人
物

や
差
出
人
の
役
職
、
社
会
的
地
位
、
③
文
中
に
登
場
す
る
人
名
や
地
名
な
ど
、
と
い
っ
た
事
柄
が
、
年
代
を
絞
り
込
む
有
力
な
情
報
源
と

な
る
こ
と
も
多
い
。
以
下
で
は
、
年
代
推
定
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
実
際
の
収
載
書
翰
を
事
例
に
、
五
つ
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
た
い
。

Case
1　

安
藤
則
命
書
翰
（『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
以
下
巻
数
・
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
記
す
）
第
一
巻　

八
三
頁
）　

八
月
二
七
日
付
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偽
札
云
々
之
義
に
付
、
明
朝
七
時
迄
之
内
参
殿
、
上
申
可
仕
候
也

　
　
　
　
　

八
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
則
命

　
　
　
　
　

大
隈
公
閣
下

　

内
容
は
、「
偽
札
云
々
」
の
件
に
つ
い
て
、
明
朝
七
時
ま
で
に
大
隈
の
屋
敷
を
訪
ね
、「
上
申
」=

報
告
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
差
出
人
の
安
藤
則
命
と
本
文
「
偽
札
云
々
」
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
偽
札
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
藤
田
組
紙
幣
贋
造
事
件
の
こ
と
。
藤
田
組
は
、
長
州
藩
出
身
の
藤
田
伝
三
郎
が
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年

に
設
立
し
た
企
業
で
、
井
上
馨
を
は
じ
め
、
同
じ
長
州
藩
出
身
の
有
力
政
治
家
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
背
景
に
急
成
長
し
た
政
商
で
あ
る
。

当
時
藤
田
組
が
井
上
馨
と
結
託
し
て
偽
札
を
発
行
し
た
と
し
て
同
組
に
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、
警
視
庁
が
捜
査
に
あ
た
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
安
藤
則
命
を
調
べ
る
と
、
事
件
に
密
接
に
関
わ
っ
た
井
上
馨
の
伝
記
『
世
外
井
上
公
伝
』
に
、
安
藤
の
進
退
伺
書
が
収
載
（
明

治
一
二
年
一
二
月
二
七
日
付
）
さ
れ
て
お
り
、
安
藤
が
、
同
事
件
の
捜
査
を
担
当
し
た
警
視
庁
の
中
警
視
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
安
藤
は
、

事
件
の
全
容
解
明
に
積
極
的
で
、
当
時
大
隈
重
信
は
、
参
議
で
大
蔵
卿
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
贋
造
問
題
は
管
掌
事
項
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
安
藤
が
大
隈
に
面
会
し
、
捜
査
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
捜
査
に
あ
た
っ
て
い
た
安
藤
が
大
隈

邸
を
訪
問
し
、
捜
査
内
容
に
つ
い
て
「
上
申
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
時
間
的
に
は
、「
進
退
伺
」
提
出
の
前
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
つ
ま
り
、
当
書
翰
の
作
成
年
月
日
は
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
八
月
二
七
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

但
し
、
実
際
に
は
、
年
代
推
定
を
進
め
る
う
え
で
、
内
容
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
年
代
を
絞
り
込
め
な
い
場
合
も
多
い
。
文
面
を
読
み
、

内
容
を
詰
め
る
過
程
で
、
同
時
に
年
代
を
絞
り
込
む
と
い
う
作
業
を
並
行
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
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Case

2　

飯
塚
朝
次
郎
書
翰
（
第
一
巻　

八
三
〜
八
四
頁
）　

一
二
月
三
一
日
付

　

謹
啓　

倍
す
御
健
康
に
被
為
遊
候マ
マ

大
慶
に
奉
存
候
。
拙
者
事
宮
城
県
第
五
区
の
政
況
上
視
察
を
要
す
る
事
あ
り
、
本
部
よ
り
出
張
せ
ら
れ
た
し

と
の
事
に
付
今
視
察
中
に
御
座
候
得
共
、
桃
生
郡
丈
け
に
て
は
首
藤
氏
を
推
さ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
、
遠
藤
氏
を
選
ま
ん
と
す
る
も
の
あ
り
、
実

に
困
入
候
次
第
に
有
之
候
。
尤
も
本
吉
郡
と
牡
鹿
郡
の
政
況
は
未
視
察
中
な
れ
は
相
分
り
不
申
候
。
右
御
参
考
ま
て
に
申
上
候
。

次
き
に
遠
藤
氏
へ
立
寄
候
所
白
鳥
を
伯
爵
へ
進
呈
致
し
呉
れ
と
の
依
頼
を
受
け
候
に
付
、
帰
京
の
上
は
直
ち
に
持
参
可
仕
候
得
共
、
積
雪
中
の
道

中
随
分
厄
介
な
る
品
物
に
御
座
候
也
。

　
　
　

十
二
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
朝
次
郎

　

大
隈
重
信
様
閣
下

　

本
書
翰
は
、
宮
城
県
第
五
区
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
、
党
本
部
よ
り
視
察
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
飯
塚
朝
次
郎
の
現
地
視
察
報
告
で
あ

る
。
文
面
は
、
宮
城
県
第
五
区
の
選
挙
区
の
候
補
者
決
定
を
め
ぐ
る
桃
生
郡
の
対
立
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会
解

散
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
書
翰
日
付
は
一
二
月
三
一
日
と
大
晦
日
で
あ
る
。
当
初
翻
刻
担
当
者
の
年
代
推
定
で
は
、
明
治
二
四
（
一

八
九
一
）
年
で
、
担
当
者
の
推
定
根
拠
は
以
下
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
「
首
藤
陸
三
は
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
一
二
月
六
日
の
宮
城
県
第
五
区
補
欠
選
挙
に
出
た
が
、
敗
れ
て
い
る
。
明
治
二
五
年
の
総
選
挙
で

も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
明
治
二
六
年
の
補
欠
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
し
、
日
清
開
戦
後
の
明
治
二
七
年
九
月
の
総
選
挙
（
六
月
解
散
）
で

は
、
前
代
議
士
と
し
て
選
挙
に
の
ぞ
ん
だ
。
本
書
翰
に
よ
る
と
、
桃
生
郡
の
立
憲
改
進
党
員
た
ち
は
、
遠
藤
か
首
藤
か
で
も
め
、
遠
藤
も
立
憲
改
進

党
員
と
し
て
出
馬
の
意
志
が
あ
っ
た
と
み
え
る
。
し
か
し
『
毎
日
新
聞
』
明
治
二
七
年
一
月
六
日
付
を
み
る
と
、
首
藤
の
桃
生
郡
の
事
務
所
は
、
遠

藤
卓
治
方
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
七
年
の
『
報
知
新
聞
』
の
報
道
に
お
い
て
も
、
首
藤
は
手
堅
い
選
挙
戦
を
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
三
月
一
日
の
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総
選
挙
で
は
当
選
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
い
え
ば
、
明
治
二
四
年
が
ふ
さ
わ
し
い
。
第
二
回
臨マ

マ時
総
選
挙
は
、
明
治
二
四
年
一
二
月
二
五
日
解
散
、

明
治
二
五
年
二
月
一
五
日
選
挙
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
大
選
挙
干
渉
が
問
題
と
な
っ
た
。
第
三
回
臨マ

マ時
総
選
挙
は
、
明
治
二
六
年
一
二
月
二

九
日
衆
議
院
停
会
、
一
二
月
三
〇
日
解
散
、
明
治
二
七
年
三
月
一
日
選
挙
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
翰
の
日
付
は
、
一
二
月
三
一
日
付
で
あ
る
。
第
五

区
に
つ
い
て
、
本
部
よ
り
出
張
せ
ら
れ
た
し
と
の
こ
と
で
、
飯
塚
が
出
向
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
二
月
三
〇
日
解
散
、
一
二
月
三
一
日
宮
城

到
着
は
、
桃
生
郡
の
状
況
を
報
告
で
き
る
と
い
う
の
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
日
時
に
余
裕
が
な
い
。
一
二
月
二
四
日
に
解
散
し
た
明
治
二
四
年
な

ら
ば
、
多
少
余
裕
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
明
治
二
四
年
一
二
月
三
一
日
付
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。」

　

翻
刻
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
四
年
と
し
た
理
由
は
、
一
二
月
三
〇
日
に
解
散
し
た
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
で
は
、
宮
城
に
赴

く
時
間
的
余
裕
が
一
日
と
余
り
に
も
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
較
べ
、
二
四
（
一
八
九
一
）
年
で
あ
れ
ば
、
一
二
月
二
四
日
解
散
で
あ
っ
て
、

「
多
少
余
裕
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
確
実
に
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
明
治

二
四
年
に
決
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
間
的
余
裕
の
有
無
の
み
に
よ
っ
て
年
代
を
確
定
す
る
の
は
性
急
に
過
ぎ
よ
う
。

　

実
際
の
年
代
推
定
で
は
、
書
翰
内
容
を
踏
ま
え
、
確
実
な
事
実
関
係
か
ら
年
代
を
絞
り
込
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
衆
議
院
が

年
末
に
解
散
さ
れ
た
の
は
、
第
二
議
会
は
明
治
二
四
年
一
二
月
二
五
日
（
↓
第
二
回
総
選
挙
）、
第
五
議
会
明
治
二
六
年
一
二
月
三
〇
日
（
↓

第
三
回
総
選
挙
）、
第
一
一
議
会
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
一
二
月
二
五
日
（
↓
第
五
回
総
選
挙
）
の
三
回
で
あ
る
。
一
方
、
宮
城
第
五
区

の
選
挙
区
が
存
続
す
る
の
は
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
ま
で
で
あ
る
。『
進
歩
党
党
報
』
第
一
九
号
（
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
月
一

五
日
発
行
・
な
お
進
歩
党
結
党
は
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月
）
に
は
、
飯
塚
が
議
会
解
散
後
政
治
視
察
と
し
て
東
北
に
赴
き
、
翌
年
一
月

七
日
に
帰
京
し
た
旨
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
報
知
新
聞
』（
明
治
三
一
年
二
月
一
五
日
付
）
の
「
選
挙
界
の
近
勢
」
と
題

さ
れ
た
記
事
に
、
宮
城
県
第
五
区
の
状
況
が
報
道
さ
れ
て
、
首
藤
陸
三
と
遠
藤
善
夫
4

4

と
の
候
補
者
決
定
を
め
ぐ
り
競
争
・
対
立
が
あ
り
、

遠
藤
善
夫
4

4

が
進
歩
党
を
脱
党
し
、
実
業
家
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
こ
と
と
な
り
、
脱
党
宣
言
書
を
発
布
し
た
旨
の
経
緯
が
掲
載
さ
れ
て
い
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る
。

　
『
毎
日
新
聞
』
の
記
事
を
根
拠
に
、
出
馬
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
遠
藤
が
、
遠
藤
卓
治
4

4

だ
と
決
め
つ
け
る
の
も
問
題
で
あ
る
。
首
藤
が

置
い
た
桃
生
郡
の
選
挙
事
務
所
が
遠
藤
卓
治
4

4

宅
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
出
馬
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
相
手
の
自
宅

を
わ
ざ
わ
ざ
選
挙
事
務
所
に
選
ぶ
こ
と
は
し
ま
い
。
飯
塚
は
、
こ
の
首
藤
と
遠
藤
善
夫
4

4

と
の
対
立
を
「
実
に
困
入
候
次
第
」
と
、
大
隈
に

報
告
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
当
書
翰
の
年
代
は
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
一
二
月
三
一
日
付
と
推

定
で
き
る
。
書
翰
内
容
は
、
桃
生
郡
の
情
況
が
首
藤
と
遠
藤
（
善
夫
）、
そ
れ
ぞ
れ
候
補
の
座
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
る
状
況
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、『
報
知
新
聞
』
の
記
事
内
容
と
も
符
合
し
て
い
る
。

　

逆
に
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
二
四
年
一
二
月
二
日
付
、「
社
説
」
欄
の
「
宮
城
県
第
五
区
の
選
挙
」
で
は
、
首
藤
陸
三
を
支
持
す
る

旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
の
飯
塚
の
報
告
の
よ
う
な
対
立
が
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
選
挙
区
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
く
触

れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
明
治
二
四
年
と
推
定
す
る
根
拠
と
し
て
は
弱
い
。

Case
3　

伊
藤
博
文
書
翰
（
第
一
巻　

二
〇
一
頁
）　

二
三
日
付

過
日
重
畳
申
上
置
候
林
董
三
郎
御
呼
出
無
之
、
又
西
郷
之
異
議
に
而
は
無
之
乎
と
甚
懸
念
仕
候
。
今
日
は
拝
命
可
被
仰
付
乎
最
早
余
日
無
之
、

至
急
御
取
極
可
被
下
候
。
拝
具

　
　
　
　

念
三

﹇
巻
封
﹈
大
隈
参
議
殿
至
急　
　
　

伊
藤
工
部
大
輔

　

翻
刻
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
差
出
人
が
「
伊
藤
工
部
大
輔
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
藤
博
文
の
工
部
大
輔
在
任
中
の
書
翰
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
在
任
期
間
か
ら
年
代
の
絞
り
込
み
を
行
っ
た
。
伊
藤
の
工
部
大
輔
在
任
期
間
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
九
月
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二
〇
日
〜
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
一
〇
月
二
五
日
で
あ
る
。
途
中
、
明
治
四
年
一
一
月
一
一
日
〜
明
治
六
年
九
月
一
三
日
ま
で
は
岩
倉

遣
欧
米
使
節
団
副
使
と
し
て
海
外
に
い
る
の
で
、

「
書
翰
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
明
治
四
年
九
月
二
〇
日
〜
明
治
四
年
一
一
月
一
一
日
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
三
月
二
四
日
〜
五
月
一
七
日
（
一

時
帰
国
）、
明
治
六
年
九
月
一
三
日
〜
明
治
六
年
一
〇
月
二
五
日
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
林
董
三
郎
（
林
董
）
の
工
部
省
勤
務
の
件
と
思
わ

れ
る
。
林
が
工
部
省
に
関
係
す
る
の
は
、
明
治
六
年
の
工
部
大
学
校
設
立
時
で
、
正
式
に
は
明
治
六
年
六
月
九
日
の
工
学
助
就
任
以
降
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
明
治
六
年
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
明
治
六
年
の
九
月
か
一
〇
月
で
あ
る
が
、
明
治
六
年
一
〇
月
は
、
征
韓
論
政
変
の
さ
な
か
で

あ
り
（
一
〇
月
二
四
日
西
郷
隆
盛
辞
任
）、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
処
理
で
き
る
余
裕
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
（
明
治
六
年
九
月
ヵ
）
二

三
日
と
す
る
。」

と
し
て
い
る
。
差
出
人
が
「
伊
藤
工
部
大
輔
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
工
部
大
輔
在
任
期
間
の
書
翰
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

な
い
。
問
題
は
、
内
容
を
文
面
に
登
場
す
る
林
董
三
郎
の
「
工
部
省
勤
務
の
件
」
と
決
め
つ
け
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

書
翰
内
容
全
体
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
人
事
案
件
が
ら
み
の
内
容
で
あ
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
の
、
林
の
「
工
学
助
就
任
云
々
」
の

件
と
決
め
つ
け
る
理
由
は
見
出
せ
な
い
。
明
治
四
年
一
一
月
、
伊
藤
は
岩
倉
使
節
団
副
使
と
し
て
渡
欧
し
て
お
り
、
そ
の
直
前
の
時
期
が

最
も
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
途
中
の
一
時
帰
国
の
さ
な
か
に
、
人
事
案
件
で
、「
最
早
余
日
無
之
」
と
い
っ
た
文
言
を
書
翰
に

記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
緊
急
を
要
す
る
案
件
は
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
は
離
日
ま
で
の
時
間
的
余
裕
が
な
い
と

い
っ
た
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
帰
国
し
た
時
期
は
、
征
韓
を
め
ぐ
っ
て
、
政
局
は
慌
た
だ
し
い
雰
囲
気
に
あ
り
、
悠
長
に
省
内
人
事

に
精
力
を
割
く
と
い
う
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
、「
今
日
は
拝
命
被
仰
付
乎
」
と
い
う
文
面
か
ら
は
、
人
事
発
令
を
期
待
す
る
旨
を
う
か
が
わ
せ
る
。
書
翰
内
容
は
人
事
案
件
で
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あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
案
件
が
「
西
郷
之
異
議
」
に
よ
っ
て
滞
っ
て
い
る
こ
と
を
「
懸
念
」
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
目
前

に
迫
っ
た
伊
藤
の
離
日
ま
で
に
解
決
・
実
現
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
す
れ
ば
、
伊
藤
の
所
管
事
項
で
あ
る
工
部
省
人
事

な
ど
で
は
な
く
（
伊
藤
の
出
発
前
に
や
り
遂
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
性
の
あ
る
工
部
省
人
事
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
加
え
て
工
部
省
人

事
に
西
郷
隆
盛
が
関
与
し
て
く
る
と
す
れ
ば
、
相
当
高
位
の
重
要
ポ
ス
ト
人
事
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
そ
う
し
た
人
事
問
題
が
顕
在
化
し

た
事
実
は
な
い
）、
喫
緊
を
要
す
る
西
郷
が
関
与
し
う
る
人
事
案
件
と
す
れ
ば
、
岩
倉
遣
欧
米
使
節
団
の
随
員
選
任
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。

　

林
は
旧
幕
臣
で
、
佐
倉
藩
医
佐
藤
泰
然
の
五
男
に
生
ま
れ
、
幕
府
御
殿
医
林
洞
海
の
養
子
と
な
っ
た
。
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
幕
命

に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
、
明
治
元
年
に
帰
国
し
た
後
、
榎
本
武
揚
軍
に
投
じ
て
箱
館
戦
争
に
参
加
し
て
、
同
戦
争
敗
北
後
、
政
府
に
捕

ら
わ
れ
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
釈
放
さ
れ
、
兄
松
本
良
順
の
紹
介
で
陸
奥
宗
光
と
知
り
合
い
、
翌
年
（
明
治
四
年
）、
陸
奥
が
神

奈
川
県
知
事
に
就
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
神
奈
川
県
に
出
仕
し
た
経
歴
を
も
つ
。
そ
の
後
岩
倉
使
節
団
随
員
（
書
記
官
）
に
選
ば
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
本
書
翰
は
、
林
董
三
郎
が
使
節
団
書
記
官
に
選
任
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
を
具
体
的
に
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
過
日
重
畳
申
上
置
候
林
董
三
郎
」
と
の
文
面
か
ら
は
、
伊
藤
が
熱
を
込
め
て
林
を
適
任
と
し
て
推
薦
し
て
い
る
こ
と
、
と
こ
ろ
が
林

董
の
随
員
発
令
が
、
西
郷
の
反
対
（
少
な
く
と
も
伊
藤
は
そ
う
推
測
し
て
い
た
）
に
よ
っ
て
人
事
発
令
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
が

書
翰
か
ら
確
認
で
き
る
。
伊
藤
は
、
そ
の
こ
と
を
懸
念
し
て
、
離
日
が
迫
る
な
か
「
至
急
御
取
極
可
被
下
候
」
と
、
参
議
大
隈
重
信
に
、

早
急
に
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
旨
を
依
頼
し
た
と
い
う
の
が
、
本
書
翰
の
内
容
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
林
は
使
節
団
の
日
本
出
発

直
前
の
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
一
〇
月
二
三
日
、
使
節
団
の
二
等
書
記
官
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
書
翰
日
付
は

二
三
日
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
林
が
書
記
官
に
任
命
さ
れ
た
明
治
四
年
一
〇
月
二
三
日
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
逆
に
、
決
定
に
あ
た
っ
て
、
伊
藤
博
文
の
本
書
翰
が
林
董
の
書
記
官
任
命
実
現
に
向
け
て
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
こ
と
も
同
時
に
う
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か
が
わ
せ
よ
う
。

Case
4　

岩
倉
具
視
（
第
二
巻　

六
八
〜
六
九
頁
）
三
月
二
七
日

先
日
来
御
内
談
政
体
一
件
、
三
条
に
も
頻
り
に
早
く
決
着
致
し
呉
と
の
事
に
候
。
同
公
湯
治
願
も
有
之
旁
に
候
。
右
に
付
今
日
若
し
御
統
合
よ

ろ
し
く
候
は
ゝ
、
午
後
三
時
比
よ
り
来
車
不
相
成
哉
。
幸
囲
碁
も
願
度
存
候
得
共
、
差
支
候
は
ゝ
明
朝
参
掛
御
立
寄
有
之
度
存
候
事
に
候
。
仍

早
々
如
此
候
也
。

　
　
　
　

三
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
視

　
　

大
隈
殿

追
申　

山
田
今
度
転
任
之
事
既
に
御
評
議
に
も
相
成
候
得
共
、如
何
に
も
気
毒
亦
前
途
懸
念
も
不
少
、今
一
応
御
内
談
申
度
存
候
事
に
候
。早
々

以
上

　

追
伸
部
分
に
は
、「
山
田
今
度
転
任
之
事
既
に
御
評
議
に
も
相
成
候
得
共
、如
何
に
も
気
毒
亦
前
途
懸
念
も
不
少
」
と
あ
る
。こ
こ
か
ら
、

政
府
部
内
で
、「
山
田
」
の
「
転
任
」
の
案
件
が
「
評
議
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
岩
倉
自
身
は
、
山
田
の
転
任
に
危
惧
し
て

お
り
、
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
右
大
臣
の
岩
倉
が
、
人
事
案
件
で
「
気
毒
」
と
の
感
情
を
抱
き
、
な
お
か
つ
「
前

途
懸
念
」
を
抱
く
ほ
ど
の
重
大
問
題
と
認
識
し
て
い
た
問
題
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
参
議
・
省
卿
ク
ラ
ス
で

人
事
案
件
が
浮
上
し
て
い
た
「
山
田
」
な
る
人
物
は
、
お
そ
ら
く
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
九
月
一
〇
日
に
参
議
兼
工
部
卿
に
就
任
し

た
山
田
顕
義
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
（
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
二
月
二
八
日
辞
任
）。

　

対
岳
文
庫
（
岩
倉
具
視
文
書
）
中
に
、
こ
の
「
山
田
」
の
「
転
任
」
問
題
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
よ
り
の
岩
倉
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具
視
宛
書
翰
（
分
類
整
理
番
号
、
Ⅱ
（
Ｒ
二
七
）
五
六
│
一
三
〇
（
年
不
詳
））
が
存
在
す
る
。
当
書
翰
は
三
月
一
九
日
付
で
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、

当
書
翰
に
よ
る
と
、
榎
本
武
揚
海
軍
卿
を
、
新
設
す
る
農
商
務
卿
に
就
任
さ
せ
、
そ
の
後
任
に
参
議
の
山
田
顕
義
を
あ
て
る
案
が
太
政
官

内
部
で
論
議
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
榎
本
は
明
治
一
三
年
二
月
二
八
日
、
川
村
純
義
の
後
任
と
し
て
就
任
し
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）

年
四
月
七
日
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
三
月
一
九
日
付
有
栖
川
宮
書
翰
が
認
め
ら
れ
た
時
期
は
、
明
治
一
三
年
も
し
く
は
明
治
一
四
年
の

二
年
に
絞
ら
れ
る
。
ま
た
熾
仁
親
王
は
明
治
一
三
年
二
月
二
八
日
左
大
臣
に
着
任
し
た
ば
か
り
で
、
こ
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
評
議
に
加

わ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
左
大
臣
就
任
後
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
農
商
務
省
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治
一
四

年
四
月
七
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
人
事
案
が
協
議
の
対
象
に
の
ぼ
る
の
を
明
治
一
三
年
と
す
る
と
、
そ
の
三
月
下
旬
か
ら
具
体
的
な

卿
候
補
を
挙
げ
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
す
る
の
は
、
時
間
が
空
き
す
ぎ
て
お
り
早
す
ぎ
る
と
の
感
が
否
め
な
い
。
書
翰
の
年
代
は

明
治
一
四
年
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
山
田
顕
義
は
、
農
商
務
省
新
設
に
絡
ん
で
、
省
卿
人
事
で
参
議
兼
工
部
卿
か
ら
海
軍
卿
へ
の
転
任
の
候
補
者
に
上
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
榎
本
武
揚
を
農
商
務
卿
に
就
任
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
に
連
動
し
、
い
わ
ば
政
府
内
の
玉
突
き
人
事
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
構
想
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
榎
本
は
明
治
一
四
年
四
月
七
日
に
海
軍
卿
を
辞
任
し
、
後
任
に
は
前
任
の
川

村
純
義
が
再
任
さ
れ
、
新
任
の
農
商
務
卿
に
は
文
部
卿
の
河
野
敏
鎌
が
就
任
し
た
。
後
任
の
文
部
卿
に
は
福
岡
孝
弟
が
就
任
。
結
局
、
山

田
顕
義
は
工
部
卿
の
任
は
解
か
れ
た
も
の
の
参
議
は
留
任
と
な
っ
た
。
農
商
務
卿
人
事
を
巡
っ
て
政
府
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
思
惑

が
錯
綜
し
た
よ
う
で
あ
る
。
海
軍
卿
に
就
任
し
た
川
村
純
義
は
参
議
兼
任
で
あ
っ
た
が
、
農
商
務
卿
の
河
野
敏
鎌
、
文
部
卿
の
福
岡
孝
弟

は
参
議
で
は
な
か
っ
た
。

　

本
書
翰
は
、
こ
の
人
事
異
動
の
直
前
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
八
七
五
年
二
月
、
大
阪
会
議
に
お
い
て
、
大
久
保
利
通
と
木
戸

孝
允
・
板
垣
退
助
の
間
で
、
天
皇
親
政
の
実
を
挙
げ
る
た
め
、
内
閣
と
諸
省
を
分
離
し
、
木
戸
・
大
久
保
の
如
き
元
勲
は
内
閣
に
在
り
て
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も
っ
ぱ
ら
輔
弼
の
任
に
あ
た
り
、
各
省
に
は
第
二
流
の
人
物
を
配
し
、
行
政
諸
般
の
事
務
を
専
掌
さ
せ
る
こ
と
で
、
合
意
を
見
て
お
り
、

も
し
山
田
顕
義
が
海
軍
卿
と
な
れ
ば
、
参
議
を
辞
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
危
惧
し
た
岩
倉
は
書
翰
中
で

「
気
毒
」
と
表
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
岩
倉
は
そ
う
し
た
人
事
構
想
に
「
前
途
懸
念
も
不
少
」
と
、
不
安
を
抱
い
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
以
上
よ
り
本
書
翰
の
年
代
は
、
明
治
一
四
年
三
月
二
七
日
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
当
書
翰
本
文
で
は
、「
先
日
来
御
内
談
政
体
一
件
」
に
つ
い
て
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
か
ら
も
早
く
決
着
し
て
も
ら
い
と
頻
り

に
慫
慂
さ
れ
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
隈
は
こ
の
直
前
に
五
憲
政
体
意
見
書
「
国
会
開
設
奏
議
」
を
左
大
臣
有
栖
川
宮
熾
仁
に
提

出
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
え
て
、
大
隈
と
協
議
を
す
す
め
る
べ
く
、
来
訪
を
請
う
と
い
う
の
が
、
書
翰
本
文
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、

五
憲
制
導
入
を
め
ぐ
り
、
大
隈
・
岩
倉
双
方
の
間
で
調
整
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
、
推
定
年
代
と
も
矛
盾

し
な
い
。

Case
5　

岩
橋
轍
輔
（
第
二
巻　

一
〇
四
頁
）　

二
月
一
七
日

熊
谷
昨
朝
相
伺
候
処
御
来
客
中
不
尽
委
曲
候
得
共
、
同
人
身
上
之
儀
何
分
中
島
跡
江
御
取
扱
之
儀
訳
而
奉
願
呉
候
様
今
朝
申
出
候
。
右
者
御
都

合
如
何
可
有
御
坐
候
哉
、
何
卒
成
就
相
成
候
様
偏
に
奉
願
候
。
百
拝

　
　
　
　

二
月
十
七
日

　

本
書
翰
に
は
差
出
人
・
受
取
人
の
氏
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
一
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
岩
橋
轍

輔
書
翰
四
五
通
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
こ
と
は
、
書
き
手
の
書
体
か
ら
し
て
岩
橋
当
人
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
岩
橋
轍
輔
は
、

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
一
月
七
日
、
七
等
出
仕
、
翌
七
四
年
一
〇
月
、
大
蔵
少
丞
に
就
任
し
て
お
り
、
時
期
的
に
熊
谷
の
後
任
に
あ
た

る
と
思
わ
れ
る
。
岩
崎
は
一
八
七
五
年
九
月
一
五
日
に
退
官
し
て
い
る
。
退
官
後
一
八
七
九
年
に
は
函
館
に
開
進
社
を
設
立
し
て
発
起
人
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惣
代
と
し
て
、
自
ら
北
海
道
開
拓
に
乗
出
し
て
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
彼
は
一
八
八
二
年
一
〇
月
二
八
日
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
以
降
時
代
が
下
る
こ
と
は
な
い
。

　

書
翰
文
中
に
登
場
す
る
「
熊
谷
」
は
、
敬
称
も
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
文
面
か
ら
は
親
し
い
間
柄
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
同
輩

な
い
し
は
、
年
齢
の
近
い
先
輩
後
輩
の
間
柄
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、「
熊
谷
」
と
は
、
大
蔵
省
官
吏
の
熊
谷
武
五
郎

か
と
思
わ
れ
る
。
熊
谷
は
秋
田
久
保
田
藩
の
出
身
で
、
紀
伊
藩
士
で
あ
っ
た
岩
橋
と
は
立
場
は
異
な
る
が
、
退
官
し
た
後
は
士
族
授
産
事

業
に
挺
身
し
、
岩
橋
も
勤
め
た
四
十
四
銀
行
の
頭
取
を
務
め
る
な
ど
両
者
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
熊
谷
は
渋
沢
栄
一

の
伝
手
で
大
蔵
省
に
入
省
し
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
一
月
大
蔵
少
丞
に
就
任
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
一
〇
月
に
大
蔵
大
丞
兼
記
録

頭
に
転
任
し
て
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
九
月
ま
で
に
大
蔵
省
を
退
官
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
は
熊
谷
の
在
官
中
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
話
題
は
「
同
人
（
熊
谷
│
大
庭
）
身
上
之
儀
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

文
面
に
「
何
分
中
島
跡
江
御
取
扱
之
儀
、
訳
而
奉
願
呉
候
様
今
朝
申
出
候
」
と
あ
り
、
熊
谷
が
「
中
島
」
の
後
任
に
転
任
で
き
る
よ
う
、

大
隈
の
助
力
を
乞
う
よ
う
、
岩
橋
が
熊
谷
か
ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
岩
橋
か
ら
重
ね
て
依
頼
し
た
書
翰
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

同
時
期
に
大
蔵
省
に
在
官
し
て
い
た
中
島
姓
を
捜
す
と
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
一
月
に
租
税
権
頭
か
ら
神
奈
川
県
令
に
転
任
し
た
中

島
信
行
が
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

明
治
七
年
三
月
と
い
え
ば
、
中
島
信
行
租
税
権
頭
の
後
任
人
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

熊
谷
が
中
島
の
後
任
と
し
て
租
税
権
頭
に
転
任
で
き
る
よ
う
、
岩
橋
は
尽
力
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
、
こ
の
人
事
は
実
現
せ
ず
、
同

年
一
〇
月
に
至
っ
て
、
大
蔵
少
丞
か
ら
大
蔵
大
丞
兼
記
録
頭
へ
の
転
任
が
実
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
こ
う
し
た
人
事
異
動
は
、

熊
谷
の
意
に
は
沿
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
熊
谷
・
岩
橋
は
相
次
い
で
、
大
蔵
省
を
退
官
し
て
い
く
こ
と
と
な
る

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
書
翰
は
明
治
七
年
三
月
一
七
日
付
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
に
収
載
さ
れ
た
書
翰
は
、
今
回
紹
介
し
た
五
例
の
ケ
ー
ス
以
外
、
約
七
四
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
全
て
の
書
翰
一

通
一
通
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
五
例
の
ケ
ー
ス
と
同
様
の
翻
刻
・
年
代
推
定
作
業
を
経
て
、
収
載
に
至
っ
て
い
る
。

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
完
成
原
稿
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
必
ず
複
数
の
担
当
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
態
勢
が
取
ら
れ
た
。
年
代
推
定
に

つ
い
て
は
、Case

2

・Case
3

の
事
例
に
み
る
よ
う
に
、
最
初
に
翻
刻
担
当
者
が
調
査
に
あ
た
り
、
年
代
推
定
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し

た
も
の
の
、
翻
刻
作
業
同
様
、
年
代
推
定
に
誤
り
が
な
い
か
、
複
数
の
担
当
者
に
よ
っ
て
必
ず
確
認
作
業
が
行
わ
れ
、
推
定
に
誤
り
が
あ

る
、
な
い
し
は
年
代
推
定
が
不
可
能
と
さ
れ
た
書
翰
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
担
当
者
が
年
代
推
定
に
あ
た
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
早
い
段
階
で
年
代
推
定
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
書
翰
も
数
多
く
存
在
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
推
定
で
き
る
年
代
が
複
数
に
絞
り
込
め
、
二
者
択
一
に
ま
で
絞
り
込
め
つ
つ
も
、
最
終
的
に
何
年
と
決
定
づ
け
る
根
拠

を
見
出
せ
ず
、
年
代
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
書
翰
も
五
、
六
通
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。

　
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
編
纂
作
業
は
、
大
隈
重
信
の
来
翰
の
翻
刻
を
通
じ
て
、
文
面
を
読
み
取
り
、
内
容
を
理
解
し
、
そ
の
書
翰

が
認
め
ら
れ
た
年
代
を
推
定
（
確
定
）
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
が
携
わ
っ
て
き
た
年
代
推
定
の
作

業
と
は
、
単
に
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
同
時
に
書
翰
内
容
を
読
み
取
り
、
史
実
を
復
元
す
る
史
料
と
し
て
、
歴
史
を
学
ぼ

う
と
す
る
者
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
前
提
作
業
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
報
告
の
最
初
で
指
摘
し

た
、
歴
史
学
の
営
み
の
前
提
条
件
と
も
い
え
る
、
①
書
翰
と
い
う
材
料
を
通
し
て
事
実
を
史
実
と
し
て
確
定
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
地

道
に
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
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こ
の
書
翰
群
を
史
料
と
し
て
ど
の
よ
う
に
使
い
こ
な
し
て
、
歴
史
学
の
営
み
の
十
分
条
件
と
な
る
、
②
歴
史
像
を
構
成
し
て
い
く
と
い

う
営
為
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
が
、
今
後
に
残
さ
れ
た
私
た
ち
の
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
入
口
は
す
で
に
用
意
さ
れ

て
い
る
。

※　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
隈
に
手
紙
を
寄
せ
た
人
び
と
│
│
大

隈
重
信
へ
の
ま
な
ざ
し
」
で
の
報
告
を
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
当
日
は
時
間
の
制
約
が
あ
り
、
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
二
例
し
か
紹
介

で
き
な
か
っ
た
が
、
原
稿
化
す
る
に
当
っ
て
は
、
事
前
に
準
備
し
た
五
例
を
す
べ
て
原
稿
化
し
た
。


